
1F PLAN　S=1:500

e e e e e e e

f

g

d

b

古川消防署田尻分署庁舎が完成しました。
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立替中の出動動線

出動動線

勾配屋根：太陽光発電設備

築40年を経過した消防庁舎出張所の建
替え計画である。建替用地は旧庁舎の駐
車場兼資材スペースを利用した成形の用
地であるが、既存庁舎の運用に支障がな
く立替が可能が計画が求められました。
平面計画においては、接地性の高い平屋
建ての計画とし、施設の中心となる事務
室を中心として、2つのエリアを両翼に抱
えた施設構成としています。
一般開放エリアとなり、地域住民の研修
等に利用されることを想定した研修室を
北東側へ配置し、消防署エリアを主要道
路となる南西側に配置し、出動動線の縮
小化を図った平面計画としています。

職員の執務エリアとなる事務室を中心と
することで、敷地内外の安全の監視を行
える室構成とし、南側を食堂・仮眠室と
言った居住エリアを配置することで、安
全・安心・快適性を合理的に配置した建
物構成としています。

敷地面積 ： 1,611.87㎡
建築面積 ： 4,443.90㎡
延床面積 ： 641.56㎡
建ぺい率 ： 52.78％
容積率 ： 41.29％
構造・規模 ： S造
  地上1階、杭基礎
最高高さ ： 7.35ｍ
軒高 ： 7.02ｍ
階高 ： 3.6ｍ
天井高さ ： 2.70ｍ、2.40ｍ
主なスパン ： 6.0ｍ×4.7ｍ
   5.5m×7.5m
設計期間 ： 2013.11～2014.02
工事期間 ： 2014.06～2015.03

消防車両車庫の比較的建物高さが高くな
る部分の屋根を利用して、南側に下る勾
配屋根を設けます。発電効率を考慮した
屋根勾配にすると共に、下地一体型の屋
根材により、架台を設置せずとも、合理的
に太陽光発電設備の設置が可能な建物
形状としています。

方位特性を生かした屋根形状と
太陽光発電設備

旧庁舎を利用しながら、合理的な立
替計画が可能な建物配置

地域の安全を見守る消防分署として

写真：GlassEye Inc.

2 0 1 5 . 0 4　 N o . 0 7 4■古川消防署田尻分署庁舎（宮城県大崎市）

0 7 4

株式会社 日総建 一級建築士事務所　〒151-0072東京都渋谷区幡ヶ谷1-34-14　Tel: 03-5478-9700 Fax: 03-5478-9459　Mail: koho@nissoken.co.jp 


